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報告 ２０１９年度第１回ＮＧＯ－ＪＩＣＡ協議会

                   八木巌（名古屋ＮＧＯセンター）

日時 ２０１９年９月１８日１４：３０～１７：３０

場所 ＪＩＣＡ竹橋ブル多目的会議室 国内拠点、在外事務所（ＪＩＣＡ－Ｎｅｔ会議接続）

議事録はＪＩＣＡのホームページに掲載されているので詳細はそちらで確認してください。

【協議】

（１）２０１９年度ＮＧＯ－ＪＩＣＡ協議会の実施方針（多様なアクターとの連携・裾野かくだいを目指

した地域での協同の方向性・可能性）

・協議会を年２回開催とし、第１回と第２回の間に地域開催をする。

・各地域から意見がだされ、連携事例が紹介された

  ＪＩＣＡ中部からの報告

   ２つ事例を紹介。中部地域では地域でのＮＪ協議会を年２回実施し、情報を共有している。２００

５年から行い、協議会という形になったのは２０１２年。前回は地方創生をテーマに実施。もう一

つの例は、民間企業も加えて一般公開で年１回イベントを実施。年齢層もさまざまな方が参加さ

れ、多岐にわたるプログラムを用意して市民関心層むけにＪＩＣＡ，ＮＰＯ、フェアトレード実施

団体の活動を紹介。参加者が会員になる例もあった。

  質疑応答のなかで、ＮＧＯから名古屋の事例を共有し、効率的に地方会議をすすめたいとの意見も

だされた。

（２）ＣＳＯを通じたＯＤＡのあり方について

ＮＧＯよりＣＳＯを通じたＯＤＡの割合は、日本は 1，8％。ＯＥＣＤ ＤＡＣの平均は

１４％であるという指摘を受けて質疑応答がなされた。

【報告】

（１）新規事業アイディア企画 ＪＩＣＡ Innovation Ｑuest が紹介された。

（２）諸外国のＰＳＥＡの取り組み・ＮＧＯセーフガーディングワーキンググループの取り組み共有

  ・ＰＳＥＡとは性的搾取・虐待からの保護という意味で、最近はハラスメントも加えてＰＳＥＡＨ

という場合もある。日本では取り組みが遅れているとされている。

（３）環境社会配慮ガイドラインレヴュー調査 パブリックコメント募集のお知らせ

  ・ＪＩＣＡが支援する有償無償資金協力の環境・社会面に配慮するためのガイドラインの運用状況

のレヴューが実施され、最終報告書が完成。パブリックコメントを募集。

（４）個別の取り組み状況

  ・草の根技術協力

  ・草の根技術協力委託契約の制度見直し

  ・ＮＧＯ等活動支援事業


